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「七色ヘンゲリー」

　令和３年度の“みやかん”の表紙には、「2019仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

太田　七彩さん
（仙台市立錦ケ丘小学校３年生）
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　現下の新型コロナウイルス感染拡大の状況から、今年度も当組合安全大会の開催を見送ることとし
ましたが、安全衛生活動の一環として安全スローガンを掲げ、安全標語の募集を行い、安全意識の向
上と啓発に努めることと致しました。
　今回、組合員及び組合員従業員の皆様から応募頂いた安全標語の数は、24社182名から275作品でし
た。誠にありがとうございました。
　その中から、優秀作品は総務・厚生委員会において入賞候補作品14作品を選定し、仙台市水道局に
選考のご協力を頂いた上で、最優秀賞１点・優秀賞１点・入賞３点を決定致しました。
　例年は安全大会の席上で表彰させて頂いておりましたが、昨年度同様、安全大会を中止にしたため、
入賞者の皆様へは賞状と記念品を所属会社を通じてお届けさせて頂きました。
　組合員の皆様には、今年度の安全スローガンと安全標語を掲載したポスター（下記）を先にご送付
申し上げておりますので、ご活用下さるようお願い致します。

令和３年度宮管安全スローガンと安全標語優秀作品が決定
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㈱多賀工業所
鈴木社長

　７月５日（月）、仙台市青葉区の宮城県建設産業会館において、建設業セー
フワーク推進大会が行われ、組合員㈱多賀工業所（代表取締役社長　鈴木
恵一氏）が、安全管理活動が優良で長期の無災害を持続している事業場と
して建設業労働災害防止協会（以下、建災防）宮城県支部長「優良賞」を
受賞した。
　大会は午後１時30分、主催者である建災防宮城県支部の千葉嘉春支部長
の挨拶に続き、来賓を代表して宮城労働局の毛利正局長より挨拶があった。
　次いで、安全衛生表彰として、優良賞20社と功績賞５名が表彰された。
　続いて、宮城労働局労働基準部健康安全課の菅原武課長による「建設業
における安全衛生対策について」と題した講話、取組事例の発表及び大会

建設業セーフワーク推進大会開催
～㈱多賀工業所が建設業労働災害防止協会宮城県支部長「優良賞」を受賞～

宣言の採択が行われ、大会を終了した。
　例年は「産業安全衛生宮城大会」として大規模に開催されていたが、今回も昨年度同様、新型コロ
ナウイルス感染症対策のため、受賞者等関係者約50名が参加して開催され、その模様はインターネッ
トによるライブで配信された。

パイプインフラ事業部
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水道編　４

☞仙台上下水道施設「いろはにほへと」

野尻浄水場、滝原浄水場
　これまで紹介してきた茂庭、国見、中原、福岡（富田浄水場
は平成28年に廃止）以外にも、仙台市水道局では作並、熊ヶ根、
野尻、滝原の４箇所で小規模な浄水場を運転しています。その
うち、無人で稼動している野尻、滝原浄水場は、太白区秋保町
馬場にあり、浄水能力は１日当たり野尻190㎥、滝原160㎥と大
変小さいのですが、その浄水方法が、仙台市ではここだけとい
う膜ろ過技術を使っています。

膜ろ過
　現在の大規模な浄水場の浄水方法は、大雑把に言うと、原水に凝集剤を加えフロックを形成、汚れ
を沈澱除去した後、砂ろ過層を通し、消毒用の塩素を加えて配水するというものです。
　一方、膜ろ過というのは、細孔を有する特殊な膜を使い、水の中から細孔を通り抜けられない不
純物を除く方法です。水処理膜には目の粗いほうから、MF膜（精密ろ過膜）、UF膜（限外ろ過膜）、
NF膜（ナノろ過膜）、RO膜（逆浸透膜）があり、原水の水質や用途に応じて使い分けています。MF膜、
UF膜、NF膜は、原水に圧力を加え膜（フィルター）を通して汚れを除くのですが、１nm（ナノメー
トル。10億分の１m）以下のイオンや低分子を除去するRO膜は、ここでの説明は省きますが、原理
の異なる逆浸透という現象を利用しています。膜ろ過による水処理では、膜洗浄の容易さや膜の耐久
性などの課題があり、高分子膜とセラミックなどの無機膜が開発されています。

膜ろ過と分離対象図

膜ろ過浄水場の例
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野尻浄水場

モジュール概要図

　膜ろ過による水処理は30年位前から普及し始めた新しい技術で、運転に際し膜面の機能低下が問題
となりますが、機能低下を抑える膜素材の開発が進められ、また、より低圧での膜処理が可能となり、
水処理コストが低減されました。また、膜ろ過設備は、これまでの水処理方式に比べコンパクトに出
来ることも大きな特徴です。その結果、浄水場をはじめ海水淡水化や排水再生などの広い分野にも使
われるようになりました。浄水場では主にMF膜やUF膜が使用されていますが、例えば沖縄の北

ちゃ

谷
たん

浄水場では、RO膜を使って海水から飲料水を１日当たり４万㎥作っています。
　最近では、災害時の非常用として家庭や施設に向け、プールや池の水から飲料水を作れる浄水装置
や設備が販売されるようになってきましたが、これは膜ろ過技術を利用したものです。

野尻浄水場
　仙台市の膜ろ過浄水場を代表して野尻浄水場につ
いて説明します。
　仙台市の浄水場では滝原に次いで容量が小さく１
日当たり190㎥の浄水能力で、太白区秋保町の二口
にあるビジターセンターから少し奥まったところに
位置しています。
　ここの浄水設備は、災害時などに近くにあるプー
ルや河川の水などを原水にして飲料水を作る非常災
害用浄水装置を利用しています。無人自動運転施設
ですが、週３回状況確認や薬品の補充等に委託され
た業者が点検に来ています。
　装置は、１つのユニットが約1.22mW×0.6mD×1.6mHと大変コンパクトで、４連並べて小さな建
屋内に収まっています。非常用に開発されたので、ユニットの下部には移送用のキャスターがついて
います。装置の要であるろ過膜は、「限外ろ過膜（UF膜）」で、人工透析などに用いられている内圧
式の中空糸膜を使用したモジュールを１
ユニット当たり２本備えています。
　中空糸膜は、外圧型と内圧型があり、
内圧型は膜で作った糸のように細い管の
中を原水が通り、管の外へろ過水が出て
くるというもので、これを多数まとめて
１つの円筒容器に入れたものをモジュー
ルといいます。糸のように細いものを使
うのは全体の膜処理面積を大きくするた
めです。
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青年部コーナー

305日ぶり

代表幹事　神田　和隆（㈲明和設備工業）

　７月13日（火）、宮城県管工業協同組合３階研修室において「令和３年度
宮管青年部全体会議」が開催されました。
　昨年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、青年部事業が
すべて中止となってしまいました。中には計画を一生懸命に練って開催寸
前までいった事業もありましたが、会員の安全を第一に考慮して泣く泣く
中止となってしまったこともありました。
　そんなこともあり、昨年９月に開催された全体会議から実に「305日ぶり」
に青年部の会員が顔を合わすこととなりました。参加者は19名と一時期の
人数よりは少なくなってしまったものの、やはり顔を合わせて話が出来る

大泉会長

というのはいいものだと改めて実感致しました。
　さて、今年は次の３事業の開催を予定しております。
①秋季移動研修会は、遠藤浩二委員長（㈱丸浩設備工業）にお願いして開催予定であります。こちら
の事業は、大崎青年部が今年の担当となるため、先方の連絡を受けてからの対応となります。

②親善ゴルフコンペは、今年卒業予定ではありますが昨年入会した後藤和弘委員長（㈲勇扇工業）に
担当となっていただきます。

③ＩＴ研修会は、万城目兼司委員長（熱研プラント工業㈱）にお願いしております。こちらの事業は、
今年度より新規事業として立ち上げました（数年前にも同じような名前の事業がありましたが）。
このコロナ禍で何か事業を出来ないかと模索した結果、リモートで研修会を行えば感染リスクも回
避してみんなが顔を合わすことが出来るのではないかということになりました。また、これを機に
会員全員がこのリモート等のＩＴを活用した何かを出来るようになるのがこの事業の目的となり
ます。

以上が今回の全体会議で話し合われた内容です。
　今後の感染拡大の状況によっては、開催できるか不透明な部分もありますが、会員の安全・安心を
第一に考え、有意義な青年部活動を行っていきたいと思いますので、皆様のご協力・ご指導を引き続
きよろしくお願い致します。

会議の様子
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お知らせ

令和３年８月から「業務改善助成金」が使いやすくなりました
～新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した事業主様の賃金引き上げをサポート～

宮城労働局

　「業務改善助成金」は、「事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）」を引き上げ、生産性を向
上するための設備投資などを行う中小企業・小規模事業者の皆さまに、その設備投資などに要した費
用の一部を助成する制度です。
　このたび、新型コロナウイルス感染症の影響により、特に業況が厳しい中小企業・小規模事業者に
対して、対象人数の拡大や助成上限額の引き上げを行いました。
　また、助成対象となる設備投資の範囲の拡大や、コースの新設、同一年度内の複数回申請を可能に
するなど、使い勝手の向上を図っています。
　この助成金の概要及び支給要領、申請書類及び申請書類の記載例は、下記ＵＲＬをご覧ください。

記

○業務改善助成金
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/
　　shienjigyou/03.html

○問合せ先
　　厚生労働省業務改善助成金コールセンター専用電話番号　03-6388-6155
　　宮城労働局雇用環境・均等室　℡022-299-8844
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仙台と言えば…　「だて正夢」

　田んぼ一面が黄金色に輝き出せば、稲刈りが始まり、新米が楽しみな季節になります。
　仙台平野は、二千年前から米作りが行われていたといわれ、米どころとして全国でも名高い地域で
す。仙台の夏は、昼は充分な日照があるにも関わらず、夜は比較的涼しいという特徴があり、これは
稲の成長期から開花期における健全な生育を促すのに好条件です。また、この昼夜の寒暖の差が米の
甘さを引き出すそうです。ブランド米としては、「ササニシキ」や「ひとめぼれ」等が有名ですが、
今回は、近年誕生した「だて正夢」についてご紹介します。

◇誕生の歴史
　美味しさを追求し、炊飯米の“ねばり”“硬さ”“外観（光沢、白さ、粒の大きさ）”などの要素を
検討した結果、その中で万人に好まれると思われる“ねばり”がある品種を目指して作られました。
　“ねばり”は米のデンプンの一種であるアミロースが低くなることで増します。美味しいと感じら
れるアミロース含有率の程度を検討した結果、絶妙な“もちもち感”を感じられるアミロース含有率
は10 ～ 15％程度で、「ひとめぼれ」よりやや低い値であることが分かりました。
　そこでアミロース含有率が「ひとめぼれ」よりやや低くなる低アミロース性遺伝子を持つものを育
種材料として選び、交配が始められたそうです。

Mr. みやかん

◇名前の由来
　コピーライターの谷山雅

まさ

計
かず

氏が命名。仙台藩祖・伊達政宗公を連想させる名前には、“宮城らし
さ”と、このお米でみやぎ米のブランド価値を高め、“食卓の天下を取る”という夢が正夢になるよ
うにという願いが込められているそうです。

「だて正夢」は、もっちりした“粘り強さ”と“食味の良さ”を持ちます。炊き
たての美味しさはもちろん、冷めても甘みや舌触りが良いのが特長です。
もちもちした食感を一層楽しむためには、炊飯する水の量を普段より少なめにす
ると良いそうです。

平成12（2000）年　�古川農業試験場にて、「北海292号（のちの「おぼろづき」）」と粒の大きさが
特長の「まなむすめ」を交配し「東1126」として育成したが、草丈が長くて
倒れやすい、収量性が低いなど様々な問題が発生。宮城の環境に順応せず、
品種化を断念。

平成18（2006）年　�「東1126」と「東北189号」（のちの「げんきまる」）との交配を開始。開発は
順調に進む。

平成23（2011）年　�東日本大震災が発生。試験場に大きな被害はなかったが、研究者たちは、被
災地の支援物資受け入れや仮設住宅入居手続き等、被災者支援や津波被災農
地における早期営農再開支援業務に従事。限られた時間の中で試験。

平成24（2012）年　「東北210号」として奨励品種決定調査開始。
平成28（2016）年　宮城県の奨励品種に採用。
平成30（2018）年　育成から12年、「だて正夢」と命名。
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Mr. みやかん

Mr. みやかんの「これ知ってる？」
ハロウィン

　もうすぐ10月31日のハロウィンです。スーパーなどの売り場では、オレンジや黒の仮装用品やお菓
子などが販売されるなど、ハロウィン一色になります。ハロウィンというと、仮装してお菓子を食べ
る等のイメージが強いかと思いますが、元々は2000年以上前から行われている古代ヨーロッパの原住
民ケルト族の宗教的行事だそうで、現代では特にアメリカ合衆国で民間行事として定着し、祝祭本来
の宗教的な意味合いはほとんどなくなっています。

〔仮装する理由〕
　ケルト族の１年の終わりは、12月31日ではなく10月31日で、１年の最後の夜は死者の霊が家族を訪
ねたり、精霊や魔女が出て来ると信じられていました。そして、これらから身を守る為に魔除けのた
き火をしたり、自分たちが生身の人間である事がばれないようにと、お化けや動物の仮面をかぶるよ
うになったそうです。

〔カボチャ〕
　ハロウィンの夜は、窓辺や玄関などにJack-o'-Lantern（ジャック・オー・ランタン）と呼ばれるカ
ボチャをお化けの顔にくり抜いて作った提

ちょう

灯
ちん

を飾ります。
　これは、天国と地獄を行き来する「うそつきジャック」が持っているカブ提灯が由来となっていま
す。元々はカボチャではなくカブでしたが、アメリカではカブになじみがなく、ちょうどハロウィン
の時期がカボチャの収穫時期であったためにカボチャで代用するようになり、今ではカボチャが一般
的となりました。

〔トリック・オア・トリート〕
　ハロウィンの夜、子どもたちはお化けの仮装をして近所の家の玄関を叩いて「Trick�or�Treat（トリッ
ク・オア・トリート）」（日本語訳：何かくれ。でなきゃイタズラをするぞ）と唱えて訪ねます。その家
の人は「Happy�Halloween（ハッピー・ハロウィン）」と言って、用意していたお菓子を子どもたちに
渡します。そして、子どもたちは、貰ったお菓子を持ち寄ってハロウィンパーティーを開いたりします。

今日の日本で親しまれている（仮装したり、地域のイベントやホームパーティー
に参加して楽しむという）様式は、アメリカから伝わったものです。
ハロウィンは多くの国に伝わったため、それぞれの国の文化と融合して独自に発
展し、様式が異なっています。
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東京オリンピック
宮城県管工業協同組合�
理事・本部長　小　川　憲　昭

　東京オリンピックはコロナ禍の中、2021年７月23日から８月８日までの17日間、また、パラリンピッ

クは、８月24日から９月５日までの13日間開催され、期間中数々の感動のドラマがあり、私達の人生

の中で一生記憶に残る場面が沢山ありました。

　私もその中の一人です。幼かった頃に開催された1964年の東京オリンピックは、断片的ではありま

すが、未だに心に残っています。

　当時、父と母、妹と４人暮らしで、まだ、アパート等は市内に殆ど普及しておらず、宮城野区清水

沼の川沿いの６畳一間の長屋に住んでおりました。トイレは勿論汲み取り式でしたが、共同便所が外

にあり、風呂は無く、キッチンは廊下にタイル張りの共同のものがあり、夕方になると長屋に住んで

いるお母さんたちが並んで晩ご飯を作っていました。

　幼稚園に通っていた私は、夜、トイレに怖くて行けませんでした。父親を起こすと、父親に戸を開

けてもらい、縁側から用を済ませていました。勿論、電話も無い時代なので、大家さんの電話を借り

るか、緊急の時の連絡は電報が主でした。

　１週間に２回位でしたが、家族４人で原町の銭湯に行くのが楽しみで、帰りに父親からアイスキャ

ンデーを買ってもらうのが日課でした。

　さて、1964年の東京オリンピックは、昭和39年10月10日から10月24日までの15日間にわたり開催さ

れました。（後に10月10日は体育の日となります。）これをきっかけに、我が家もテレビを購入しまし

た。それまでは、テレビは電気屋の前でしか見る事がありませんでしたが、東京オリンピックに合わ

せて父親が奮発して買ったそうです。その時代は、カラーテレビが普及し始めた頃でしたが、高級品

だったのか、父親が購入したのは白黒のテレビでした。当時は、放映時間が決まっており、それ以外

は砂嵐状態でしたが、東京オリンピックは私の記憶に鮮明に焼き付いています。全てでは無く断片的

にですが…。

　柔道の猪熊功、重量挙げの三宅義信（三宅宏実の父）、ボクシングの桜井孝雄、体操の遠藤幸雄、

マラソンのアベベ・ビキラ。そして３位ではありましたが、マラソンの円谷幸吉は今でも鮮明に覚え

ています。日本女子バレーボール・エースの谷田絹子率いる「東洋の魔女」は後に伝説となりました。

　東京オリンピックの終盤、日本が団体を制した体操男子は視聴率80％、「東洋の魔女」が優勝した

女子バレーボールの決勝は視聴率85％であり、日本国民のほとんどが見ていたと思われます。この東

京オリンピックを機にカラーテレビが普及し、アパートの建設やトイレの水洗化、マイカーブームと

日本の高度成長につながっていったと私は思います。

　今回は、コロナ禍での東京オリンピックでしたが、各参加選手が私達の心に残る感動を与え、又、

これからのより良い日本の発展に繋がる事を心から祈っています。

Note役員ノート
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組 合 の う ご き

７月１日（木）・全管連令和３年度通常総会及び第346回理事会に井上理事長ＷＥＢ出席
７月５日（月）・令和３年度建設業セーフワーク推進大会が開催され、席上、組合員㈱多賀工業所（鈴

木恵一社長）が建設業労働災害防止協会宮城県支部長から優良賞を受ける
７月８日（木）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和３年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　②派遣社員の直接雇用について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①お盆休みについて
　　　　　　　②８月度役員会開催予定日の変更について
７月13日（火）・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会令和３年度第24回「職長との懇談会」に早坂

龍弥氏（㈱興盛工業所）出席
７月20日（火）・資材委員会開催
　　　　　　　①令和３年６月迄の資材販売実績報告について
　　　　　　　②第29回宮管・管工事機材展示会代替案について
　　　　　　　③資材の値上げ動向について
　　　　　　　④その他（中間棚卸しについて）
７月27日（火）・令和３年度第１・四半期監査会開催

８月４日（水）・宮城県官公需適格組合連絡協議会令和３年度理事会並びに通常総会、官公需懇談会に
井上理事長出席

８月11日（水）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第１・四半期決算報告
　　　　　　　④第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑤�仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑥資材委員会報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和３年度「配水管技能講習」への協力について
８月23日（月）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
８月24日（火）・（一社）全国建設産業団体連合会専門工事業委員会に井上理事長ＷＥＢ出席
８月26日（木）・全管連臨時総会及び第347回理事会に井上理事長ＷＥＢ出席
８月30日（月）・㈱宮城県管工事会館役員会に菅原・小林両副理事長外出席
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組合員のうごき

○組合員代表者変更

　株式会社 西原衛生工業所 東北支店（№４） 【令和３年６月25日付】

　　　　　　　　　新　支店長　加　藤　弥　輝 
　　　　　　　　　前　支店長　水　野　　　学

　株式会社 アトマックス（№26）  【令和３年８月21日付】

　　　　　　　　　新　代表取締役　佐々木　　　修
　　　　　　　　　前　代表取締役　藤　岡　正　行
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理事（役員）会報告

－７月度理事会－  

１．日　　時　　令和３年７月８日（木）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出�席�者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・小野理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　大浦理事・服部理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　事務局　　堀参事・須藤事務長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務部次長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務部次長より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より、資材と工事の各共同事業について６月度の実績と予算比、及び前年比等が報告され、
一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、６月30日に開催した首題委員会で機関誌「みやかん」盛夏号の掲載予定記事
等の内容を検討したこと、次いで理事会から諮問された来年度以降の機関誌発刊にかかる具体的な検
討案について答申された。また、通巻500号の記念企画について検討した内容が説明され、いずれも
一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　松岡総務・厚生委員長より、６月29日に開催した首題委員会で、令和３年度所管事業の内、安全ス
ローガンと安全標語の選定作業を行ったこと、給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会は新型コ
ロナウイルス感染予防対策を講じた上で令和３年10月１日（金）と２日（土）に開催すること、親善ゴル
フコンペは参加者を組合員に限定する等して令和３年９月７日（火）に利府ゴルフ倶楽部で開催するこ
と、親善ボウリング大会は令和３年11月12日（金）にコロナキャットボウル仙台で行う予定で計画を進
め、参加枠等詳細については、新型コロナ感染症の状況を見定めた上で決定していくことが報告され、
一同了承した。

※協議事項
①令和３年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　千葉総務部次長より、今年度地区連絡会ブロック会議の開催案が説明され、協議の結果、開催の是
非については新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら９月度理事会で最終判断することとし、一
同了承した。
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②派遣社員の直接雇用について
　吉田専務理事より、現在資材部営業課に勤務する派遣社員１名が、９月10日をもって派遣法に定め
る最長期間３年に到達し、以後の延長ができないこと、本人は当組合での勤務を希望し派遣元からも
理解を得られていることなどから、嘱託員として直接雇用したい旨が提案され、一同了承した。

※その他
①お盆休みついて
　吉田専務理事より、今年度のお盆休みについて、４月度役員会で既決のとおり就業規則に定める８
月14日～ 16日の３日間に加え、８月13日を建設業週休二日普及促進ＤＡＹへの取組日として指定有
給休暇制度を活用した休業日としたい旨が提案され、一同了承した。

②８月度役員会の開催予定日の変更について
　吉田専務理事より、各社のお盆休業等による都合が確認され、その結果、８月11日（水）に変更して
開催することとした。

－８月度役員会－                               

１．日　　時　　令和３年８月11日（水）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出�席�者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・小野理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事　　　　　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大泉監事・鈴木監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　堀参事・須藤事務長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務部次長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務部次長より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より、資材と工事の各共同事業について７月度の実績と予算比、及び前年比等が報告され、
一同了承した。

③第１・四半期決算報告
④第１・四半期監査報告
　須藤事務長より、第１・四半期（令和３年４月１日～令和３年６月20日）の決算内容が報告された後、
武田監事より、７月27日に行った監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同
了承した。
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⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和３年４月から令和３年７月末迄に８社
が新たに指定され、６社が指定廃止となったことから、７月末現在の指定業者数は597社になってい
ること、また、排水設備工事業者は８月１日付けで新たに５社が承認された一方、４社が承認取り消
しとなったため、同日現在で381社になっていることが報告され、一同了承した。

⑥資材委員会報告
　渡辺資材委員長より７月20日に開催した首題委員会において、令和３年６月迄の資材事業実績報告
を行ったこと、次いで第29回管工事機材展示会の代替企画として行う工具・保安用品等特価セールに
ついて協議した結果、令和３年10月６日（水）と７日（木）の両日10時から17時まで、宮管構内で実施す
ること、ダクタイル鋳鉄管メーカーから通知されている資材の値上げについて、当面、販売価格を据
え置いて対応していくこと等が報告され、一同了承した。

※協議事項
①令和３年度「配水管技能講習」への協力について
　千葉総務部次長より、首題の件について宮城県立仙台高等技術専門校と宮城県白石工業高等学校か
らそれぞれ講習会開催に対する協力依頼があり、仙台市水道局とメーカー３社のご協力を得て８月25
日と10月12日～ 13日に、それぞれ実施したい旨が提案され、一同了承した。

○採用　
【令和３年９月13日付】
　菅井　淳一　資材部営業課営業係付〔嘱託員〕

職員の人事

菅井氏
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庭の思い出

㈱加納工業所　代表取締役
宮城県管工業協同組合
資材委員　福　田　幸　穂

　今年、庭の樹木を思い切って伐採しました。というのも、４・５・６月の３カ月、体調不良で庭の
手入れが出来なかったのです。いつもですと、この期間は樹木の剪定や雑草取りなどで忙しい時期な
のです。５月の連休時、そのうち２日間は、必ず一日中庭作業を行います。また、この時期を利用して、
トマト、なす、キュウリなどの夏野菜を植えていきます。特にゴーヤは必ず植えます。ネットを取り
付けますと、夏は太陽の光を遮り部屋を涼しくしてくれますし、実は採りたてを漬物にしたり、ゴー
ヤチャンプルにしたりして、ゴーヤ独特の苦みを堪能していました。
　ところが、今年は体が思うように動かないので、家庭菜園も諦めざるを得ませんでした。
　我が家の庭は、春にはレンギョウの黄色の花が一番先に春を告げてくれます。地植えイチゴの白い
花が咲き、５月には赤い実がなります。ムスカリの紫の花やチューリップ、ウメモドキの白い色の花
は、６月になるとルビー色の実がなり、毎年焼酎に漬けますと、鮮やかなルビー色の果実酒となりま
す。色を見ながらロックで飲みますと最高です。マーガレットやミニひまわりも庭一面に咲いてくれ
ます。
　樹木では、春に咲く大手鞠、小手毬の白い花、ツツジやサツキ、初冬にはサザンカ、冬には椿など
が、色とりどりの花を咲かせてくれました。特に紫陽花は、ガクアジサイ・ヤマアジザイと多くの種
類の色とりどりの花が、鬱陶しい梅雨空の下できれいに咲いていました。
　きれいな花も咲いている間は良いのですが、枯れ散ってしまうとただの雑草となり、草取りや剪定
作業に追われてしまいます。特に６～７月の梅雨時になりますと、雑草が伸び放題となり、日曜日に
雨でも降り続きますと、一週間の間に雑草だらけとなります。年齢的なものを考えますと、雑草取り
も、高いところに上がっての樹木の剪定も、かなりつらい作業となり、名残は惜しいですけれど、こ
のあたりで１回リセットすることにしました。
　今は、何もない庭を眺めていますが、逆に今度はこのあたりにバラでも植えようか、何か実のなる
木でもどうか、そういえば、コスモスや向日葵はどうかと。小さな庭ですが、耕運機で畝をつくり野
菜作りもいいなと思っています。失ったものもありますが、これからの創作意欲も出て参りまして、
毎年楽しみながら庭いじりをしたいと思います。
　長い間、共に過ごしてきた樹木たちには、思い出をありがとうと言いたいです。

投　稿

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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健康だより
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国税だより

発行／国税庁
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「浴
よ く

は江
こ う

海
か い

を必
ひ つ

とせず、之
こ れ

が垢
あ か

を去
さ

るを要
よ う

す」
（水浴には揚子江や海のような大量の水は必要でなく、垢を落とすだけの水があればよいという
意から）物事はそれを成立させるために必要な物さえ満たしていればそれでよいというたとえ。�

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――
一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　安逸（　　　　　）
２　酌量（　　　　　）
３　文献（　　　　　）
４　騰貴（　　　　　）
５　更迭（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　彼の趣味は絵画シュウシュウだ。　　　　　　　　　（　　　　　）
２　事態をシュウシュウさせた。　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　童話をソウサクした。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　一帯をソウサクした。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　機械を遠隔ソウサする。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　千　紫（　　）紅�������　���２　難　攻（　　）落

※解答は21頁です。
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編集歳時記
（2021年清秋号№499）

　本誌『みやかん』は、最初の東京オリンピック開催の翌年、昭和40年８月に『組合ニュース』とし

て創刊してから、56年の星霜を経て本巻で499号、次回の“初冬号”で通巻500号を数える。

　その間、元号は昭和から平成、そして令和へと移り変わり、時系列をあまり気にせずに思いつくま

ま記憶だけを辿れば、高度経済成長、オイルショック、東北新幹線・東北縦貫自動車道の開通、国鉄・

郵政の民営化、消費税の導入・引き上げ、バブル経済の崩壊、「阪神・淡路」・「東日本」大震災、市町村・

大手都市銀行等の合併、水道法改正、リーマンショック、新型コロナウイルスの蔓延、２度目の東京

オリンピック開催と、その時々の時代の荒波と変化の中で、本誌は宮管組合の歩みと共に歴史を刻ん

できた。

　平成29年度に迎えた当組合創立70周年を機会に制作した記念史『七十年のみち（平成30年３月発

刊）』。その中の第13章『25.機関誌「みやかん」通巻400号発刊』の項に本誌創刊から現在に至るまで

の発刊スタイル等の変遷を記録しているが、本文中の後段で筆者は次のように記している。

　『このまま現在の年間６回発行のペースで換算すると、2021年の冬に通巻500号を迎えることになる

が、ＩＴの普及でペーパーレスが進む現代にあって、情報発信のツールとして将来とも紙の冊子によ

る発刊を続けていくかどうかは今のところ未定である』と。

　先般、本誌の編集を担当する広報委員会での検討と理事会での審議を経て、令和４年度からスター

トする新装『みやかん』の基本構想が決議された。

　今後、広報媒体として組合のホームページを有効に利活用していくことに合わせて、本誌は次年度

以降、現行の年６回発行から年４回の発行に再編されるが、連載コーナーの一部刷新等掲載内容の充

実を図りながら、どうやら本誌『みやかん』の歴史はまだまだ続きそうである。

令和３年８月20日

吉田　秀之
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．あんいつ　　２．しゃくりょう　　３．ぶんけん　　４．とうき　５．こうてつ

二．　１．収集　　２．収拾　　３．創作　　４．捜索　　５．操作

三．　千紫万紅（せんしばんこう）
　　　　色とりどりに花が咲く様子。類義語：千紅万紫

　　　難攻不落（なんこうふらく）
　　　　攻めるのが難しく、なかなか陥落しないこと。類義語：金城鉄壁
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宮城県管工業協同組合　第45期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　中　鉢　　　丹　（㈱いづみ衛生施設工業　代表取締役会長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　金　来　和　広　（㈱ ユ ー ワ 技 研　代表取締役社長）

委　　員　坪　田　映　二　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　大　友　　　進　（東 水 工 業 ㈱　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之
参　　事　堀　　　政　信

編集・発行


